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技術開発

現場支援普及展開

・技術開発（施工の自動化、施工管理の高度化など）
・現場支援（技術サポート、環境整備など）
・普及展開（現地コンサルティング、人材育成など）

（１）前田建設のＩＣＴの取組み
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危険予知の高度化
抽出された情報をもとに自然言語処理AIを介して作業内容に適した災害事例が検出される。
適切な安全指示・対策を作業者に喚起することで、熟練者や現場の暗黙知によらず事故の未然防止に寄与。
さらに前田建設独自開発の工事安全打合せシステムと連携することで、現場における安全管理を適切かつ、
効率的に行うことが可能。

（１）前田建設のＩＣＴの取組み
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 AI危険運転挙動検知システム

■出力データ
1. 危険個所ハザードマップ
2. 運転手別日別走行履歴
3. 日別危険事象ランキング

ドライバー個人の曖昧な記憶や、ドライブレコーダー等の膨大な記録を介し、情報共有する必要がある。
そこで、管理者に代わり、AIが各ドライバーの運転動画を解析し、危険事象をアラートしてくれるシステム
を開発。管理者は、ドライバー全員の解析結果レポートを確認でき、安全教育に活用可能。

（１）前田建設のＩＣＴの取組み

4



COPYRIGHT & MAEDA CORPORATION ALL RIGHT RESERVED

土砂運搬交通シミュレーション
ダンプトラックの運搬土量と沿線調査による速度設定を基にした、一般交通を滞留させない施工管理を
目的とし、最適な配車計画を策定するために交通シミュレーション解析を導入。関係者間の協議での活用
や事前段階での施工計画・安全対策にて効果を発揮。

（１）前田建設のＩＣＴの取組み
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土砂運搬交通シミュレーション

（１）前田建設のＩＣＴの取組み

6



COPYRIGHT & MAEDA CORPORATION ALL RIGHT RESERVED

盛土品質管理の高度化
ICT土工の現場に最新のIoT計器×AI判定技術×クラウドデータ処理システムを導入。我が国で⾧年培われて
きた土工品質管理技術をより高度化・精緻化しながら、同時に現場管理業務の飛躍的な生産性向上と業務
改革・多様なデータ利活用(DX)を実現。

（１）前田建設のＩＣＴの取組み
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（１）前田建設のＩＣＴの取組み
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施工時リアルタイム管理状況
【αシステム】

乾燥密度・含水比の取得
【自走式散乱型RIロボット】

転圧面点群データの取得
【3Dレーザスキャナ】
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（２）点群データの活用 －現場への浸透－

浄水場現場
点群データ

ドローンによる
３D測量（点群
データの取得）

ダム現場
点群データ

昨今では、ICT活用が現場へ広く浸透し、
ドローン等による点群データの活用を中心
として、試行的活用から恒常的な活用へと
シフトしています。（リピーターが増加）
その一例をご紹介いたします。
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・地形や構造物の形状などを３次元化でき、視覚的にわかりやすくなる。
・広範囲の測量などの工期短縮・省力化が可能となる。
・仮設計画も3次元モデル上で実施することが可能で発注者との協議資料としても活用可能。
・施工進捗の管理や土量算出、変位計測も容易に行うことができる。

COPYRIGHT & MAEDA CORPORATION ALL RIGHT RESERVED

（２）点群データの活用 －現場への浸透－

・点群データの用途と効果（例）
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（２）点群データの活用 －現場への浸透－

光波 レーザ

スキャナ

RTK-
GNSS

UAV

測量作業 10 8 3 0.2

データ処理 1 3 1 2

人
・
日

測量手法別の作業量比較（一例）
・ＵＡＶ活用の効果（比較例）

・レーザスキャナやUAVは取得データ量
が多く、データの後処理に時間がかかる
・ただし、UAVは、測量時間が圧倒的に
短いため、トータルで優位である。
※効果は、現場条件により異なる
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・UAV写真測量 ・UAVレーザー測量

・測量精度（参考例）

※UAVを用いた公共測量マニュアル（案）P,20参照 ※ＵＡＶ搭載型レーザースキャナーを用いた公共測量マニュアル(案) P,20参照

・留意点（参考例）

・航空法等の規制により、DID（人口集中地区）や空港など利用できない地域がある。※要申請、許認可
・住宅地等では、個人のプライバシーへの配慮が必要。
・バッテリーの消耗（飛行時間）に要注意。墜落する危険性がある。保険等の備えも必要。
・高圧線等の電磁波や無線通信などとの電波干渉に注意する必要がある。

利用目的 要求精度（標準値） 要求精度(対象)

出来高測量 ±20cm以内 X,Y,Zの各成分

起工測量・岩線計測 ±10cm以内 X,Y,Zの各成分

出来形管理 ±5cm以内 X,Y,Zの各成分

利用目的 要求精度（標準値） 要求精度(対象)

地形取得 10ｃｍ(標準偏差) 標高

航空レーザーの補間 15ｃｍ(標準偏差) 標高

出来形管理 ±5cm以内 X,Y,Zの各成分

起工測量 ±10cm以内 X,Y,Zの各成分

COPYRIGHT & MAEDA CORPORATION ALL RIGHT RESERVED

（２）点群データの活用 －現場への浸透－
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ポンプ室 原動機室

ポンプ室 原動機室

点群データ活用 3.0 時間 1.5 時間

従来方法 8.0 時間 8.0 時間

（２）点群データの活用 －現場への浸透－

COPYRIGHT & MAEDA CORPORATION ALL RIGHT RESERVED

点群データを活用することで、
測量作業従来比
60％超の作業時間を削減・効率化
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（２）点群データの活用 －現場への浸透－

ドローン及び点群データの活用により、広大なダム工事の現場の測量を迅速かつ効率的に実施
（従来手法による測量では、広大なダム現場の測量に大変な労力とコストを要する）
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（２）点群データの活用 －現場への浸透－
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３Dレーザースキャ
ナー及び点群データの

活用により、複雑な
鋼橋部材も容易に計測
（従来手法による測量
では、複雑な鋼橋部材
を計測するのは困難）



COPYRIGHT & MAEDA CORPORATION ALL RIGHT RESERVED

（２）点群データの活用 －現場への浸透－

３Dモデル及び点群
データの活用により、
運転者からの見通しや

死角などの視認性を
３Dで確認し、効果的

な交通安全対策を計
画（従来の２D図面で
は、運転者からの見通
しや死角などの確認が
困難）
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（２）点群データの活用 －現場への浸透－
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３Dレーザースキャナー及び点群データの活用により、作業空間が狭く、作業時間に制約がある線路に

近接した現場を短時間で安全に測量（従来手法による測量では、線路内の危険な場所での計測時間
が⾧く安全性に問題がある）
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（２）点群データの活用 －現場への浸透－
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ドローン及び点群データの活用により、広大な造成現場の施工量（土量）をリアルタイムで計測（従
来手法による測量では、広大な造成現場の施工量（土量）の計測にかなりの時間を要する）



（２）点群データの活用 －現場への浸透－
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動画
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ご清聴、ありがとうございました
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